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胡
錦
濤
政
権
の
発
足
は
二
○
○
二
年
秋

の
中
国
共
産
党
第
一
六
回
全
国
代
表
大
会

に
さ
か
の
ぼ
る
。
江
沢
民
長
期
政
権
（
一

九
八
九
年
〜
）
を
受
け
て
久
々
の
政
権
交

代
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
で
は
、
新
政
権
が
直
面
す
る
課
題

の
分
析
と
展
望
を
試
み
た
（
大
西
康
雄
編

『
中
国
新
指
導
部
の
船
出｜

第
十
六
回
党

大
会
の
成
果
と
展
望
』
ア
ジ
研
ト
ピ
ッ
ク

リ
ポ
ー
ト
№
48
、
二
○
○
三
年
）。
同
リ

ポ
ー
ト
刊
行
後
に
明
ら
か
と
な
っ
た
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
禍
を

胡
錦
濤
総
書
記
・
温
家
宝
首
相
二
人
の
陣

新
刊
紹
介

大
西
康
雄
編
『
中

国　

胡
錦
濤
政
権
の

挑
戦̶
第
一
一
次
五

カ
年
長
期
計
画
と
持

続
可
能
な
発
展
』

大
西
康
雄

頭
指
揮
と
果
断
な
人
事
刷
新
で
乗
り
切
り
、

国
民
の
喝
采
を
浴
び
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
政
権
は
、「
親
民
」
＝
す
な

わ
ち
国
民
の
近
く
で
政
治
を
行
う
と
い
う

理
念
と
、「
務
実
」
＝
す
な
わ
ち
実
務
的

効
果
を
重
ん
じ
る
ス
タ
イ
ル
、
を
掲
げ
つ

つ
、
次
々
と
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
政
策

を
打
ち
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま

で
の
三
年
余
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
実
務
的
効
果
は

い
ま
ひ
と
つ
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
社
会
不

安
の
顕
在
化
や
報
道
分
野
で
の
規
制
強
化
、

対
日
本
外
交
で
見
せ
る
原
則
主
義
的
対
応

な
ど
、
政
権
の
行
方
を
不
安
視
さ
せ
る
現

象
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
現
象
を
踏
ま
え
、

折
か
ら
策
定
中
で
あ
っ
た
第
一
一
次
五
カ

年
計
画
（
二
○
○
六
〜
一
○
年
。
そ
の
後
、

「
規
画
」
＝
長
期
計
画
と
い
う
名
称
と
な

っ
た
。
以
下
、
一
一
・
五
長
期
計
画
）
を

め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
に
、
胡
政
権
が
、

直
面
す
る
諸
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
べ

く
構
想
さ
れ
た
。
研
究
会
の
形
態
と
し
て

は
、
短
期
間
の
調
査
を
元
に
執
筆
に
取
り

掛
か
る
機
動
分
析
事
業
と
し
、
前
出
ト
ピ

ッ
ク
リ
ポ
ー
ト
の
続
編
を
刊
行
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
研
究
所
が
同
リ
ポ
ー
ト
を

市
販
化
し
「
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト
」
と
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般

読
者
を
想
定
し
て
、
的
確
な
分
析
を
わ
か

り
や
す
い
形
で
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
目

標
に
取
り
組
ん
だ
。

全
体
の
構
成
は
、
ト
ピ
ッ
ク
リ
ポ
ー
ト

を
踏
襲
し
て
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
マ
リ

ー
（
大
西
康
雄
）
を
巻
頭
に
置
き
、
そ
の

他
の
六
章
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章

（
大
西
康
雄
）
で
は
、
胡
政
権
が
直
面
す

る
諸
課
題
を
概
括
し
、
一
一
・
五
長
期
計

画
が
そ
れ
ら
に
応
え
る
べ
く
「
経
済
成
長

方
式
の
転
換
」
を
打
ち
出
し
た
こ
と
を
示

し
て
、
以
下
の
諸
章
へ
の
導
入
と
し
て
い

る
。
第
二
章
（
佐
々
木
智
弘
）
は
、
内
政

・
外
交
問
題
を
俎
上
に
の
せ
て
い
る
。
胡

政
権
の
権
力
構
造
と
そ
の
安
定
性
を
検
証

し
た
上
で
、「
科
学
的
発
展
観
」
な
ど
政

権
独
自
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
背
景
を
分
析
し

て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
目
立
っ
て
き
た
社

会
不
安
の
現
状
を
紹
介
し
、
問
題
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
は
政
治
改
革
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
指
摘
、
章
末
で
は
、
日
中

関
係
を
含
め
た
外
交
に
つ
い
て
展
望
を
試

み
て
い
る
。
第
三
章
（
陳
剣
波
）
で
は
、

政
権
の
看
板
の
一
つ
で
あ
る
「
三
農
問

題
」
へ
の
取
り
組
み
を
扱
っ
て
い
る
。
改

革
・
開
放
政
策
二
○
年
間
に
蓄
積
さ
れ
て

き
た
問
題
点
を
指
摘
、
い
ま
や
農
業
部
門

の
近
代
化
、
農
業
労
働
力
の
非
農
業
部
門

へ
の
移
転
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
経
済
全

体
を
新
し
い
発
展
段
階
に
導
く
上
で
必
須

の
戦
略
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
（
魏
后
凱
）
で
は
、
一
一
・
五
長

期
計
画
の
打
ち
出
し
た
、
新
し
い
地
域
発

展
政
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
一
○
次

五
カ
年
計
画
（
二
○
○
一
〜
○
五
年
）
期

の
地
域
発
展
政
策
は
「
西
部
大
開
発
」
に

代
表
さ
れ
る
が
、
今
次
長
期
計
画
で
は
、

「
東
北
等
旧
工
業
地
域
の
振
興
」、「
中
部

地
域
の
台
頭
促
進
」、「
東
部
地
域
の
率
先

的
発
展
」
が
併
記
さ
れ
、
政
策
の
指
針
と

し
て
、
各
地
域
の
資
源
・
環
境
の
現
状
に

最
大
限
配
慮
し
た
発
展
戦
略
の
適
用
が
謳

わ
れ
て
い
る
。
第
五
章
（
堀
井
伸
浩
）
で

は
、
成
長
方
式
の
転
換
を
余
儀
な
く
し
た

要
因
の
一
つ
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の

問
題
点
を
分
析
し
て
い
る
。
同
分
野
で
は
、

全
体
と
し
て
需
要
が
供
給
を
超
過
す
る
状

況
下
で
、
石
炭
、
石
油
、
電
力
が
供
給
構

造
面
で
そ
れ
ぞ
れ
様
相
の
異
な
る
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

解
決
の
方
途
と
し
て
市
場
化
推
進
が
不
可

避
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
実

現
は
容
易
で
は
な
い
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

第
六
章
（
大
塚
健
司
）
の
主
題
は
、
環
境

問
題
で
あ
る
。
高
度
成
長
下
で
環
境
汚
染

が
進
行
し
て
い
る
が
、
近
年
に
お
い
て
最

も
深
刻
な
の
は
水
の
汚
染
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
る
。
最
近
報
道
さ
れ
た
大
規
模
な

河
川
汚
染
で
は
、
情
報
開
示
や
処
理
対
応

の
遅
れ
と
い
っ
た
、
環
境
行
政
の
基
本
が

問
題
と
な
っ
た
。
今
次
長
期
計
画
期
に
は
、

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
た
上
で
、
生
態

環
境
の
保
全
、
循
環
経
済
シ
ス
テ
ム
構
築

と
い
っ
た
よ
り
大
き
な
政
策
課
題
の
実
行

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

一
一
・
五
長
期
計
画
の
最
大
の
特
徴
は
、

経
済
成
長
の
最
終
目
標
の
量
か
ら
質
へ
の

転
換
を
目
指
し
て
い
る
点
に
あ
る
。「
調

和
社
会
」
の
実
現
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

こ
う
し
た
転
換
を
象
徴
し
て
い
る
。
も
と

よ
り
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
と
予
想

さ
れ
る
が
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
○

○
八
年
）
を
超
え
て
続
く
で
あ
ろ
う
胡
政

権
の
前
途
か
ら
は
目
が
離
せ
な
い
。

（
お 

お
に
し　

や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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